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 研究成果の概要（和文）：本研究は、過敏性腸症候群（IBS）有症状者を対象として作業療法

を行い、その効果を検証した。本研究対象者は一般成人市民ならびに消化器心療内科を受診す

る患者を研究対象者とし、症状の重症度、性別、年齢、病悩期間、治療を調査した上で作業療

法介入群と対照群に試験割り付けを行った。 
 20 歳代〜30 歳代の健常者群 20 名と IBS 群 40 名の無刺激時と心理ストレス刺激時の脳血流

量、唾液中クロモグラニン A、心理検査を実施した。また、IBS 有症状者に対して作業療法に

より 4 週間介入し、その間の心理指標と生理指標を記録した。作業療法介入法は治療時間 1 回

あたり 40 分間のパッケージとし，1）性格傾向・興味関心評価（活動内容決定）、2）骨格筋ス

トレッチ（リラクセーション）、3）腰部体操、4)手工芸・陶芸等とした．介入期間は 1 週間に

3〜5 回の頻度で 4 週間とした． 
 作業療法介入の短期効果として、心理ストレスマーカーであるクロモグラニン A のタンパク

補正値は腰部体操直後に有意に低下し、非 IBS 群と比較して差はなかった。4 週間の作業療法

介入後、IBS 群と IBS 対照群との消化器症状ならびに心理検査の結果には有意な改善値は認め

られなかった。ストレス反応として記録した脳血流量の解析では有意な交互作用を認めた。ま

た、IBS 介入群には主観的な症状の緩和傾向が認められた｡生理指標は介入期間中の活動量に

より有意な変動があった。介入群では作業療法に対する患者の効力感（活動が症状に奏効する

という感じ方）が高い個体ほど心理ストレスに対する自律神経反応が減弱する傾向が認められ

た。 
 IBS 有症状者に対する作業療法により、症状の一部に短期的な改善傾向が認められた。IBS
症状の緩和にむけた生活習慣改善や運動介入、作業療法介入の余地があり、さらに検証が期待

される。 
 
 
研究成果の概要（英文）：Symptoms of Irritable bowel syndrome (IBS) are often aggravated 
by stress, which alters colonic motility and visceral perception.  We reported the 
possibility of improving IBS pathophysiology by passive abdominal muscle stretching as 
indicated by chromogranin A (CgA), a biochemical index of the activity of the sympathetic / 
adrenomedullary system.  Although the degree to which patient intervention in the areas 
of exercise, and management of daily activity can improve symptoms of IBS through 
healthier lifestyle behaviors is unknown.  The aim of this study was to determine the 
effects of intervention to non-patient with IBS on the short and long term outcomes, and 
the association between physical exercise and symptoms.  The present case controlled 
study was conducted on 30 adult subjects with mild or moderate symptom of IBS who were 
allocated randomly to either the exercise (intervention) group (n=15) or the wait-listed 
control group (n=15).  Four-week intervention consisted of components: self record, stretch 
of abdominal muscle, physical exercise of pelvis, and 15 min working.  Measurements 
(symptom-limited daily life performance, psychological status, CgA, heart rate variability 
and regional cerebral oxy-hemoglobin change) were performed before and after 
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intervention. Spearman rank correlations were used to assess the association between 
psycho-physiological data and symptom scores.  Wilcoxon rank sum tests compared 
changes in scores versus their baseline values.  After the intervention, tendency of 
improvements were found in symptom-limited performance of daily life and psychological 
status.  The four-week intervention had immediate beneficial effects on physiological 
variables and some neurological factors in patients with IBS.  The findings of this study 
could be used as a reference for intervention, education, and physical health policies. 
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１．研究開始当初の背景 
 消化器心身症の治療には、薬物療法、心理
療法、認知行動療法、催眠療法などがあり、
有効な治療方法の効果検証がすすめられて
いる。作業療法はリハビリテーションの役割
を担うものである。しかし、心身症の病態に
対する有効な治療法としての検証はほとん
どない。 
 作業療法は、患者が行う作業活動によって
身体的ならびに心理的効果をその治療法の
本質としている。心理社会的ストレスによっ
て引き起こされる消化器症状は、病悩する人
間の QOL を著しく障害しており、消化器心
身症患者のリハビリテーションの確立が望
まれていた。消化器心身症患者のリハビリテ
ーション一環として作業療法を行い、その効
果を近年確立された生理指標ならびに脳神
経画像検査を用いた心理・神経学的手法で検
証することにより、リハビリテーション科学
分野への貢献が期待できる。しかし、これま
での知見では、身体運動を中心とした介入が
IBS 症状に奏効する可能性があるものの、そ
の効果持続期間とリハビリテーションで重
要な患者の社会的帰結、QOL について検討
されていなかった。また、作業療法のどのよ
うな種目が有効であるかについても詳細な
分析が必要であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、1）「過敏性腸症候群患者では
短・中期的な健康運動（体操、歩行、手工芸）

により消化器症状（内臓知覚過敏、腹痛、腹
部不快感、便通異常）が改善する」2）「過敏
性腸症候群患者では消化器症状が改善する
と、脳機能、内分泌等、脳腸相関に関連する
諸機能の異常が改善される」と仮説を立て、
その検証を行った。 
 
３．研究の方法 
 20-30 歳代の一般市民を対象に過敏性腸症
候群のアンケートを実施し、本研究への協力
依頼を行った。協力を承諾した IBS 有症状被
験者 40 名に対し、作業療法介入法を作成し
た。 
 作業療法介入期間は週 1回、4 週間（計 6
回）、調査項目は（A）基本特性；年齢、教育
歴、消化器重症度（GSRS）、治療方法、ライ
フスタイル。（B）心理指標；抑うつ・不安（The 
Profile of Mood State）、QOL（ISB-QOL）、
VAS（Visual Analogue Scale）（C）脳機能測
定；近赤外光イメージング装置（NIRS）を用
いた大脳皮質の酸素化ヘモグロビン量を測
定した。（D）生理指標；唾液中クロモグラニ
ン A、心電図、心拍数、指先発汗量を測定し
た。 
 
４．研究成果 
 IBS 介入群には症状の緩和傾向が認められ
た。介入後、副交感神経系の指標である心拍
高周波成分は心理ストレス反応に対して有
意に高まり、日常的な運動量が増加傾向を示
し、心理ストレス下の交感神経と副交感神経



反応は有意に高くなった。 
 4 週間の介入前後の比較では心理神経学的
な指標による効果は認められなかった。唾液
中クロモグラニンA(CgA)はIBS群でストレッ
チ運動直後に有意に低下し、短期的な運動効
果がみとめられた。 
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